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2022年度

傾向と対策



２０２２年度 英語 AO・公募制推薦入学試験【全学部共通】 

 

傾向分析 高校英語までの総合的な基礎知識と実践的な読解力が問われる 

 

１ 出題形式は？ 

 ＡＯ・公募制推薦入学試験ともに大問３題，解答数 20問の構成で，解答は全問マークセンス方

式による四者択一となっている。試験時間は，国語または数学と合わせて 60分である。 

 

２ 出題内容はどうか？ 

 大問Ⅰは日常的な題材を取り上げた長文読解問題で，内容理解問題，語彙の意味を問う問題な

どが出題された。大問Ⅱは短文の空所補充問題で，基礎的な文法知識が問われた。大問Ⅲも同じ

く空所補充問題であるが，会話表現や語彙の知識を問うものが中心に出題された。 

 

３ 難易度は？ 

 長文内の単語や空所補充問題で問われる表現はいずれも基礎的なレベルのものであり，基礎を

かためておく必要がある。 

 

受験対策 

 

１ 基本的な語彙・文法事項を確実におさえよう 

 出題レベルは基礎的であり，難しい単語や表現はほとんど登場していないが，基礎的な知識を

確実におさえていないと選択肢を１つにしぼれない問題もある。高３までの学習範囲を網羅して

いる単語帳と文法問題集を用いて繰り返し演習を行うことで，基礎をかためよう。また，単語の

活用形や文の時制などには特に意識して学習を進めると，空所補充問題に強くなる。 

 

２ 制限時間，時間配分に意識を向けて解く練習をしよう 

 ＡＯ・公募制推薦入学試験は２科目選択制で，制限時間は合計で 60分であるため，他教科を

含めた時間配分を考えることが不可欠になってくる。自分で設定した時間のなかで，いかに正確

に解き進められるかがカギとなるため，日頃の演習でも各大問を解答する際には制限時間を設け

て，本番さながらに解き進めることを意識しよう。 

 

３ 日頃から長文に触れ，読解に慣れよう 

 ＡＯ・公募制推薦入学試験の長文で取り上げられたテーマは，流行している SNSとボードゲー

ムであり，日常生活に密接した内容であった。長文読解の演習も重要だが，日頃から英字新聞，

英語のオンラインニュースを読む習慣をつけると英文に抵抗がなくなり，一般常識の知識も増え

るので一石二鳥である。 



２０２２年度 数学 AO・公募制推薦入学試験【全学部共通】 

 

傾向分析  基礎的なレベルの問題であるが，正確かつ迅速な解答力が要求される  

 

１ 出題形式は？ 

 全問マークセンス方式の出題である。大問Ⅰ・Ⅱが必答，大問Ⅲ・Ⅳ・Ⅴから 2 題選択し，合

計 4 題解答することになる。大問Ⅰは小問３問の小問集合，他の大問は１つの分野について各 3

問の小問が出題されている。試験時間は，国語または英語と合わせて 60分である。 

 

２ 出題内容はどうか？ 

 出題範囲は数学Ⅰ・Aである。問題番号順に，AO入試は「小問集合（必要十分条件など）」，「2

次関数」，「場合の数と確率」，「整数の性質」，「図形の性質」，公募制推薦入試は「小問集合（三角

比の相互関係など）」，「数と式」，「場合の数と確率」，「整数の性質」，「図形の性質」から出題され

た。各年度，大問Ⅰにおいて分野の調整をして，全体として数学Ⅰ・A の範囲を偏りなく出題し

ようと工夫されている。 

 

３ 難易度は？ 

 基礎的なレベルの問題であり，教科書の節末問題，参考書の例題などの典型的な問題が多い。 

思考を必要とする小問が 1，2問含まれているが，難解な問題ではなく，全問取り組みやすい。た 

だ，試験時間が他教科と合わせて 60分と短いので，見直しなどはできないであろう。正確な即答 

力が必要とされる。 

 

受験対策 

 

１ 基本事項の徹底理解をしよう 

 全般に取り組みやすい典型的・定型的な問題が多く，常日頃の学習量の差が表れやすい設問で 

ある。教科書の節末問題や教科書傍用の問題集などで，基本的公式や基礎知識を習得し，使いこ 

なせるようにしておこう。決して難解な問題集や参考書は必要とせず，基礎～標準レベルの問題 

を数多く解いておくことが大切である。 

 

２ 迅速かつ正確な計算力を身につけよう 

 全問マークセンス方式で結果のみを求められているため，計算ミスは致命的である。試験時間 

が短いこともあり，見直しをしている時間的余裕はない。正確かつ迅速な計算力が要求される。 

常日頃の問題演習を通して，計算を途中でやめたりせず，最後まで計算を行う習慣をつけたい。 

また，条件を箇条書きにするなど，要領の良い解答方法を修得するように努めよう。 

 

３ 苦手分野を作らず，オールラウンドな学習をしよう 

 全ての問題を通して出題範囲からほぼ全分野出題されている。苦手分野を作らず，どの分野で 

も十分に対応できる基礎学力をつけておこう。過去問題を通し，演習を積み重ねておくとよい。 



２０２２年度 国語 AO・公募制推薦入学試験【全学部共通】 

 

傾向分析  限られた時間の中で，いかに正確に解くことができるかがポイントとなる 

 

１ 出題形式は？ 

AO入試・公募制推薦入試とも試験時間は，英語または数学と合わせて 60分である。解答形式は

ともに全問マークセンス方式である。AO入試は論理的文章を題材にした大問Ⅰと言語知識を扱っ

た大問Ⅱの２題構成であり，大問Ⅰが解答数 13問，大問２が解答数４問となっている。一方，公

募制推薦入試は論理的文章を題材にした大問１題の出題であり，解答数は 17問となっている。 

 

２ 出題内容はどうか？ 

 AO 入試は，大問Ⅰで漢字の書き取り，言葉の意味を問う問題，接続語や語句の空欄補充問題，

波線部分の内容や理由を問う問題，内容合致問題などが，大問Ⅱで四字熟語で用いる漢字を問う

問題と慣用句の意味を問う問題が出題されている。一方，公募制推薦入試では，漢字・言葉の意

味，対義語といった言語知識を問う出題のあと，接続詞や語句の空欄補充問題，波線部分の内容

や理由を問う問題，筆者の考えを問う問題などが出題されている。 

 

３ 難易度は？ 

AO入試・公募制推薦入試とも，漢字の書き取りなどの言語知識を問う問題は，基礎的な内容に

なっている。読解問題は，高校生にとっては比較的読みやすい文章を題材に，標準的なレベルの

問題が出題されている。時間をかけて読み解けば決して難しい問題ではないが，他教科と合わせ

て 60分という限られた時間のなかで，いかに正確に各設問に対応できるかがポイントになる。 

 

受験対策 

１ 漢字対策を万全にしよう 

AO 入試・公募制推薦入試とも漢字の出題割合が高く，また標準的な難度の漢字が出題されるた

め，ここで失点すると合否に大きく響く。読解問題に取り組むなかで知らない言葉や書けない漢

字が出てきたら，意味を調べたり書けるように練習したりすることで，漢字の対策を行おう。 

 

２ 問題演習で読解力の養成をしよう 

読解問題について一問一問丁寧に解説を読むことで，問題の解き方を身につけよう。また，問

題演習を通してさまざまな文章に触れることは，各分野への理解を高め，問題文を読み取る基礎

力となる。苦手意識を持っているならば，苦手だからこそ内容理解につとめるようにしよう。 

 

３ 早めに過去問題に取り組もう 

過去問題に取り組むことは，出題の傾向を知るだけでなく，現在の力を知り，今後どのように

学習を進めていくかを考える手掛かりになる。できるだけ早い段階で過去問題に取り組み，自分

がどんなところで失点しているかを分析してみよう。得意な分野を伸ばすことに加えて，不得意

なところを補うことで得点を伸ばしやすくなる。 



２０２２年度 英語 一般入学試験【全学部共通】 

※２月２日の問題に準ずる 

傾向分析 基礎的な語彙力・文法力、長文の正確な読解力が問われる 

 

１ 出題形式は？ 

 大問４題，解答数 30 問の構成で，全問マークセンス方式で四者択一である。試験時間は 60 分

である。 

 

２ 出題内容はどうか？ 

 大問Ⅰの長文読解問題では内容と合致する選択肢を選ぶ問題，空所補充問題などが出題された。

大問Ⅱは会話文問題で，文中の空所に入れる適切な語句を選ぶ問題であった。大問Ⅲ，大問Ⅳは

空所補充問題で，大問Ⅲでは会話表現，大問Ⅳでは文法の知識が問われた。 

 

３ 難易度は？ 

 長文内に登場する単語や空所補充で問われる文法，表現は基礎レベルであり，高３までの学習

範囲の基礎をかためておくことが重要である。 

 

受験対策 

 

１ 文法・単語の基礎をマスターしよう 

 問題全体を通して，使用されている単語や表現は基礎レベルのものがほとんどであるため，基

本的な事項をおさえた単語帳・文法問題集を１冊ずつ用いて基礎的な知識をしっかりかためられ

れば，スムーズに解き進めることができると考えられる。単語を覚える際は反義語・同義語も同

時に覚えるようにし，文法を学習する際は語順や単語の活用形まで意識するようにしよう。 

 

２ 推測しながら読む習慣を身につけよう 

 長文中に知らない単語が出てきたり，意味のわからない単語の定義を問われたりしたときは，

あきらめずに文全体の流れから意味を想像してみよう。特に会話文問題などでは，前後の文脈に

よって正答を選択することになるため，推測力が試される。日頃の長文読解演習においても，わ

からない表現や単語はすぐに辞書を見ず，まずは自力で推測してみることをおすすめする。 

 

３ 長文をすばやく，正確に読み進める力をつけよう 

 長文読解問題では，限られた時間の中で文章全体の内容を正確に把握する力が試される。本番

で時間配分を失敗することがないよう，日頃の演習時から時間制限を設けて解くことで，自然と

読解のスピードも上がってくる。また，内容を問う設問を先読みし，長文内でヒントとなりそう

な箇所に傍線を引くなど，印をつけておくと，よりスムーズかつ正確に解答することができるよ

うになる。 

 



２０２２年度 数学 一般入学試験【全学部共通】 

※２月２日の問題に準ずる 

傾向分析 基礎～標準レベルの問題に対応できる，十分な学力が求められている 

 

１ 出題形式は？ 

 全問マークセンス方式の出題で，試験時間は 60 分間である。問題数は大問Ⅰ・Ⅱ・Ⅲが必答，

大問Ⅳ・Ⅴ・Ⅵから 2 題選択し，合計 5 題解答することになる。大問Ⅰは小問３問の小問集合，

他の大問は１つの分野について各 3 問程度の小問がそれぞれ用意されている。 

 

２ 出題内容はどうか？ 

 出題範囲は数学Ⅰ・A である。問題番号順に，「小問集合（三角比など）」，「集合」，「2 次関数の

最大・最小」，「場合の数」，「n 進法」，「図形の性質」が出題された。大問Ⅰの小問集合で分野の調

整が行われ，満遍なく出題がなされている。 

 

３ 難易度は？ 

 基礎～標準レベルの問題が中心であるが，公式を当てはめて解けるような単純な問題ではない。 

決して高度な知識を必要とする問題ではないが，問題自体がひと工夫されており，しっかりと考

えて解くことができる基礎的学力が要求される。 

 

受験対策 

 

１ 基礎的な学力と粘り強い思考力をつけていこう 

 基礎～標準レベルの典型的・定型的な問題が多い。したがって，教科書の節末問題，教科書傍

用の問題集で数多くの問題演習を行うとよい。難解な参考書や問題集は必要としない。基礎～標

準的な参考書の例題などを粘り強く解き，類題演習を通して基礎的学力と思考力を養成すればよ

い。また，過去問題を解くことも，難易度や問題の感触をつかむ有効手段である。 

 

２ マークセンス対策をしっかり行おう 

 全問マークセンス方式であり，計算ミスや勘違いは致命的である。さらには，決して余裕があ

る試験時間ではないため，見直す時間は期待できない。正確かつ迅速な計算力が要求される。常

日頃の問題演習でも，ここまでできれば大丈夫だと思って計算を途中でやめたりせず，最後まで

きちんと計算する習慣をつけよう。 

 

３ 苦手分野を作らず，数学Ⅰ・A全般への対応力をつけよう 

 数学Ⅰ・Aの範囲から，ほぼ偏りなくⅠ～Ⅵに出題されている。その６題中５題を解くわけで

あるから，苦手分野は極力なくすようにしたい。苦手分野については，まず教科書を再読・理解

し，教科書の例題，練習，基礎問題集を用いての演習などの順で克服したい。さらには，出題範

囲の全般的な学力アップも心掛けたい。 



２０２２年度 国語 一般入学試験【全学部共通】 

※２月２日の問題に準ずる 

傾向分析  文章内容の理解度がさまざまな角度から試されるオーソドックスな出題である 

 

１ 出題形式は？ 

試験時間は 60分，解答形式はすべてマークセンス方式である。出題構成は，論理的文章を題材

にした大問２題である。解答数はそれぞれ 16問ずつ，合計 32問となっている。 

 

２ 出題内容はどうか？ 

 大問Ⅰ・大問Ⅱとも，出題形式はほぼ同様である。問１で漢字問題，問２で言葉の意味を問

う問題，問３で空欄補充問題などの主に語彙力を問う問題が出題されている。問４以下では，文

章理解，すなわち読解力を問う問題が出題され，例えば，本文をもとに筆者の主張を理解する問

題，論理の構成や前後の文脈をもとに空欄に入る文を選択する問題などが含まれている。 

 

３ 難易度は？ 

大問Ⅰ・大問Ⅱとも，オーソドックスな出題内容で，難易度は標準レベルである。ただし，あ

る程度この問題形式に慣れていないと，60分という制限時間で正確に回答するのは難しいと思わ

れる。また取り上げられているトピックになじみがなければ，さらに時間の余裕が少なくなる。 

 

受験対策 

 

１ 過去問題をもとに出題傾向をとらえよう 

文章内容は異なるが，ほぼ同じ形式の大問が出題されるのが一般入試の特徴である。この点か

ら，過去問題に早めに取り組み，どのような形式で問題が出されるのかを把握し，解答方法の傾

向をつかむことが大切だ。例えば接続語が苦手なら，問題演習を行うときに接続語の問題に留意

するなど，自分の弱みを補うように学習を進めてほしい。 

 

２ 新しい知識に積極的に触れよう 

デジタル化やコミュニケーションの問題など，現代社会に生きる私たちにとって重要な内容を

扱った文章が出題されている。日頃から新聞やニュースからさまざまな知識に触れることができ

るよう，視野を広げて興味関心のアンテナを張り巡らせよう。社会で生じている問題について自

分の考えをまとめることによって，問題を理解して論理的に考える力をつけることが大切だ。 

 

３ 傾向が似ている問題集で多くの論説文・評論文を読んでおこう 

市販の問題集でよいので，論説文・評論文を中心に，一日一題でも問題演習を行うことが有効

だ。国語力を一朝一夕に向上させる方法はない。問題の解き方を身につけるとともに，論説文や

評論文で取り扱われている分野への理解を深めれば，語彙力や読解力は必ず自然に身についてく

る。普段の取り組みが合格への道である。 



２０２２年度 生物 一般入学試験 【リハビリテーション学部】 

※２月２日の問題に準ずる 

傾向分析 図や問題文を読ませて解かせる問題が多く正確な知識や問題文を理解する力が必要と

される 

 

１ 出題形式は？ 

 大問数 4題，小問数 30問弱からなるマークセンス方式の試験である。大問Ⅰ・Ⅱは 1つの問

題になっているがⅢ・Ⅳは Aと Bに分かれており，どの問題も文章を読みながら答えていく形

式である。試験時間は 60分である。 

 

２ 出題内容はどうか？ 

 生物基礎と生物（生命現象と物質，生殖と発生，生物の環境応答）からの出題である。顕微鏡

の使い方，細胞・細胞とエネルギー，呼吸と ATP，光合成と光合成速度，血液の役割，免疫，

細胞膜の作りと浸透圧，生殖細胞の分裂，セントラルドグマ，DNAとバイオテクノロジーに関

する問題が出題されており，幅広い知識が要求される。 

 

３ 難易度は？ 

 実験問題を含めて教科書の内容が中心となっていて，基礎的な知識と実験方法の正確な読み取

り方が身についていれば解ける問題である。呼吸や DNA，免疫などは細かい内容も出題されて

いる。関係のある細胞がどのようなはたらきをするのか，正確に理解しよう。 

 

受験対策 

 

１ 実験の目的と結果を正しく理解できるようにしよう 

実験・考察の問題は標準的で毎年出題されている。そのため実験問題の問題演習に慣れておく

ことは必須といえる。実験問題ではその実験の目的を理解し，得られた結果のうち，どの結果か

らどのようなことが言えるのか，正しく把握できるようにしよう。 

 

２ 同じような用語の使い方の違いをきちんと理解しよう 

 用語の暗記が重要なことは言うまでもないが，ただの丸暗記になってしまいがちである。その

ため，暗記にあたっては各語を単体で覚えるのではなく，類似・関連する用語どうしをグループ

化し，用語どうしの使い分けなどに注目しながら覚えていくようにしよう。 

 

３ 問題文の内容をきちんと把握しながら読む癖をつけよう 

 大問Ⅰの問 3 や大問Ⅲの問 4 のような問題では，問題文の下線部の内容をきちんととらえない

と間違いを選ぶことにつながる。日頃から気をつけて問題文を読む習慣を身につけよう。 



2022年度

ＡＯ入試＜Ⅰ期＞

2021年10月24日実施分

問題と解答

英語



－　－1

Ⅰ 次の英文を読んで、後の英文（１）～（10）の空所①～⑩を埋めるのに最も適当なものを、

それぞれ与えられた１～４より一つずつ選びなさい。

SNS (Social Networking Service)

 How many times do you check your SNSs (Social Networking Services) every day? 

A study shows that the total amount of time one person spends on smartphones 

during their lifetime is more than ten years. Why are SNSs used so much by people 

these days?

 An SNS is an online service used to communicate with people around the world. 

Anyone over a certain age can make their own homepage and post messages, photos, 

or videos so that their friends can see them. The first SNSs were developed in the 

1990s, and MySpace, which started in 2003 and became one of the most popular SNSs 

in the US, changed the world. According to a study, people used MySpace more than 

Google in 2005. After that, Facebook (2004), Twitter (2006), Instagram (2010), and 

TikTok (2016) appeared. By using them, people of any social status are able to enjoy 

the right to free speech and express their opinions about any topic: their friends, 

famous people, foods, products, politics, social poblems, and so on. Moreover, many 

companies are using SNSs to easily communicate with their customers; as a result, 

their public image improves and sales can go up. These make SNSs sound very useful.

 On the other hand, it has been pointed out that there are a number of negative 

effects of SNSs. Do you know people called “moderators”? Their job is to stop 

messages, photos, or videos on SNSs that should not be public. These include violent 

videos, messages or images used to ⓐ ruin someone’s reputation, and images that 

children should not look at. Some moderators want to leave their jobs because they 

are too stressful.

 Another problem is that some people post “fake” photos remade by filters. Through 

filters, the skin or even the face in a photo or video can be changed completely. A 

British study shows that 39% of teenagers who answered questions are feeling stress 

about the difference between their real and remade faces. To solve this problem, a 

British makeup artist, Sasha Pallari, started #FilterDrop campaign by posting her 

face with no filter. Her ⓑ brave act changed some cosmetics companies; they stopped 

using photos with filters to promote their products. One connected problem is that 

SNSs enable people to look at other people’s lives easily. That could make them 

jealous or unhappy because basically people tend to post only the nice parts of their 

lives. In other words, they show “fake” lives on SNS.

 In conclusion, while SNSs can be very useful tools to express ourselves and 

communicate with people, using them too much can have a negative impact on us. 

What we should do is not to rely on SNSs too much and try to enjoy our real life.
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－　－2

（１） According to the reading, people（　　①　　）．

 １．do not use their phones so often

 ２．spend most of their life on their phones

 ３．have little interest in SNSs

 ４．are generally attracted by SNSs

（２）According to the reading，（　　②　　）．

 １．MySpace is still the most popular SNS in the US

 ２．there are only five SNSs in the world

 ３．people can post only videos on some SNSs

 ４．SNSs can be used to communicate with people

（３）According to the reading, SNSs enable people to（　　③　　）．

 １．enjoy their time with friends more

 ２．say what they want to about anything

 ３．change the world in a nice way

 ４．contact with companies less often

（４）The underlined word ⓐ“ruin” is closest in meaning to（　　④　　）．

 １．clean ２．damage ３．improve ４．care

（５）According to the reading, all moderators（　　⑤　　）．

 １．are satisfied with their jobs

 ２．are working in developed countries

 ３．monitor SNSs and stop bad information

 ４．want to leave their jobs

（６） According to the reading, the British study shows that some young people

 （　　⑥　　）．

 １．like to post their remade faces on SNSs because they look funny

 ２．prefer their real faces online, so they do not post their remade faces

 ３．post their remade faces on SNSs and want nice words from people

 ４．are not comfortable with the gap between the reality and fake photos

（７）According to the reading, #FilterDrop campaign（　　⑦　　）．

 １．is widespread all over the world

 ２．moved people to post their faces with no filter

 ３．made some companies change their attitudes

 ４．changed the life of Sasha Pallari very much
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－　－3

（８）The underlined word ⓑ“brave” is closest in meaning to（　　⑧　　）．

 １．quick ２．strong ３．fun ４．kind

（９）According to the reading, one reason that SNSs can make people unhappy is 

that（　　⑨　　）．

 １．there are too many services there

 ２．some people try to ignore us

 ３．they make us waste a lot of time

 ４．we feel that other people have nicer lives

（10）According to the reading, we should（　　⑩　　）．

 １．use a wide variety of SNSs ２．develop a new SNS

 ３．make our real life more fun ４．contact with our friends often

次の英文（１）～（５）の空所⑪～⑮を埋めるのに最も適当なものを、それぞれ与えられた

１～４より一つずつ選びなさい。

（１）It is difficult to swim without（　　⑪　　）your arms, legs or feet.

 １．move ２．moves ３．moving ４．to move

（２）（　　⑫　　）people like to play sports, but others prefer watching them.

 １．Some	 ２．All ３．Any ４．Another

（３）I will take my own laptop computer to the classroom（　　⑬　　）I cannot 

use the PC there.

 １．because of ２．in case ３．so that ４．in order to

（４）You will surely find a school（　　⑭　　）you can choose any subject you 

want to study.

 １．why ２．when ３．which ４．where

（５）Do you know what color（　　⑮　　）for the new product?

 １．is using ２．will use ３．be used ４．will be used

Ⅱ
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－　－4

次の英文（１）～（５）の空所⑯～⑳を埋めるのに最も適当なものを、それぞれ与えられた

１～４より一つずつ選びなさい。

（１）Go to bed, why（　　⑯　　）you?

 １．don’t ２．aren’t ３．shouldn’t ４．haven’t

（２）If you go（　　⑰　　）your old clothes, you will find lots of things you can 

throw out.

 １．in ２．out ３．between ４．through

（３）At（　　⑱　　）rate, let’s stop our game here for today.

 １．a ２．some ３．any ４．this

（４）I like the way the guitar（　　⑲　　）．

 １．hears	 ２．sounds ３．listens ４．gets

（５）Can I have（　　⑳　　）pen I gave you yesterday?

 １．the ２．enough ３．some ４．any

〔英語問題終了〕

Ⅲ
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解答番号 解答

① 4
② 4
③ 2
④ 2
⑤ 3
⑥ 4
⑦ 3
⑧ 2
⑨ 4
⑩ 3
⑪ 3
⑫ 1
⑬ 2
⑭ 4
⑮ 4
⑯ 1
⑰ 4
⑱ 3
⑲ 2
⑳ 1

2022年度　AO入試＜Ⅰ期＞解答　10月24日実施分

英語



2022年度

ＡＯ入試＜Ⅰ期＞

2021年10月24日実施分

問題と解答

数学



x y x y   
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a a   
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b c   
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O O
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O   

O O

O O O O    

    

 



解答番号 解答

① 2
② 2
③ 4
④ 3
⑤ 2
⑥ 3
⑦ 4
⑧ 2
⑨ 3
⑩ 2
⑪ 3
⑫ 5
⑬ 1
⑭ 2
⑮ 1
⑯ 2
⑰ 5
⑱ 1
⑲ 5
⑳ 6
㉑ 9
㉒ 2
㉓ 1
㉔ 1
㉕ 4
㉖ 4
㉗ 8
㉘ 8
㉙ 4
㉚ 6
㉛ 8
㉜ 9
㉝ 5
㉞ 6
㉟ 4
㊱ 2

2022年度　AO入試＜Ⅰ期＞解答　10月24日実施分

数学



2022年度

ＡＯ入試＜Ⅰ期＞

2021年10月24日実施分

問題と解答

国語























解答番号 解答

① 2
② 4
③ 2
④ 4
⑤ 5
⑥ 1
⑦ 4
⑧ 2
⑨ 3
⑩ 3
⑪ 2
⑫ 2
⑬ 5
⑭ 3
⑮ 4
⑯ 2
⑰ 2

2022年度　AO入試＜Ⅰ期＞解答　10月24日実施分

国語



2022年度

公募制推薦入試＜前期＞

2021年11月21日実施分

問題と解答

英語











解答番号 解答

① 3
② 3
③ 1
④ 4
⑤ 2
⑥ 3
⑦ 1
⑧ 3
⑨ 4
⑩ 1
⑪ 3
⑫ 2
⑬ 2
⑭ 3
⑮ 4
⑯ 3
⑰ 3
⑱ 1
⑲ 2
⑳ 4

2022年度　公募推薦入試＜前期＞解答　11月21日実施分

英語



2022年度

公募制推薦入試＜前期＞

2021年11月21日実施分

問題と解答

数学



A x xy B x y C xy y ,

A B A B C x   xy   y

 a b

a b
ab      

cos
sin

tan

tan    

a b c a b c b

b   a c   

b   ac   

a c b   b   



  

  

  

  

n   

n   n

a b c a b c

a b c   



ABC AB P

AB BC CA AP   

AP PB BCA ABC   

AB CA BCA ABC   

    

 



解答番号 解答

① 7
② 4
③ 3
④ 5
⑤ 2
⑥ 2
⑦ 6
⑧ 4
⑨ 1
⑩ 3
⑪ 1
⑫ 5
⑬ 1
⑭ 0
⑮ 1
⑯ 2
⑰ 0
⑱ 7
⑲ 2
⑳ 1
㉑ 4
㉒ 4
㉓ 4
㉔ 3
㉕ 2
㉖ 3
㉗ 7
㉘ 2
㉙ 4
㉚ 4
㉛ 3
㉜ 8
㉝ 2
㉞ 1
㉟ 4

2022年度　公募推薦入試＜前期＞解答　11月21日実施分

数学



2022年度

公募制推薦入試＜前期＞

2021年11月21日実施分

問題と解答

国語

























解答番号 解答

① 2
② 4
③ 2
④ 1
⑤ 5
⑥ 3
⑦ 3
⑧ 1
⑨ 5
⑩ 4
⑪ 2
⑫ 1
⑬ 1
⑭ 2
⑮ 4
⑯ 3
⑰ 5

2022年度　公募推薦入試＜前期＞解答　11月21日実施分

国語



2022年度

一般入試＜前期＞

2022年2月2日実施分

問題と解答

英語



　 次の英文を読んで、後の英文（１）～（10）の空所①～⑩を埋めるのに最も適当なものを、そ
れぞれ与えられた１～４より一つずつ選びなさい。

Crash Test Dummies

Fifty years ago, people who were in serious car accidents often didn’t survive.  Cars today 

are much safer, ［　　ⓐ　　］ improvements in safety tests.  During a car safety test, a new car 

is crashed into a wall at high speed.  Inside the car there are passenger-sized dolls called “crash 

test dummies.”  By studying these crash test dummies, scientists can see what would happen 

to real passengers in a crash.  They can then improve the safety of the car.

Today’s crash test dummies are built to be as much like human beings as ［　　ⓑ　　］.  
They have ribs like ours inside their vinyl※ skin.  They even have backbones like ours, but 

made out of metal and rubber.  Their knees and ankles ［　　ⓒ　　］ to act just like ours do in 

accidents.  They also come in different sizes.  Hybrid III, the most common dummy, weighs 77 
kilograms and is 1.78 meters tall.  But there is also an entire dummy family, including a smaller 

“female” and even smaller “child” dummies.

Crash test dummies are very high-tech and extremely expensive.  One costs as much as 

$120,000, and the crash tests can cost as much as $30,000 each.  Dummies have three different 

kinds of sensors※ that measure the impact of a crash.  Sensors in the head, legs, and other 

areas show how fast a body part moves during a crash.  This can tell experts how hard our 

head, ［　　ⓓ　　］, would hit a windshield※.  Another sensor can tell how much pressure our 

bones can take before breaking.  Finally, a sensor in the chest area shows whether our chest 

will survive a crash without causing injuries that could lead to death.

Crash test dummies are now being used for motorcycles and roller coasters, so more 

people can feel safe.  Safety technology has come a long way over the last 50 years.

（Makoto Shishido, Shigetoshi Mori, Yukio Kamata, Jason Barrows （2012） Practical Reading Expert,  成美堂）
Reading Expert 2 by Dean Schimpf, Moraig Macgillivray, Hae Sung Hae, Dong Sook Kim, Ji Young Song.  

Reproduced with permission of Neungyule Education Inc.

注　vinyl：ビニール　　sensor：感知装置、センサー　　windshield：フロントガラス

（１）　A person who was seriously injured in a car accident （　　①　　） 50 years ago.

１．usually lived for a long time

２．was sometimes helped by scientists

３．often died soon after the accident

４．did a car safety test instead of dummies

Ⅰ
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（２）　The best phrase to put into ［　　ⓐ　　］ is （　　②　　）.
１．thanks to  ２．in case of

３．compared with  ４．instead of

（３）　According to the reading, the safety of the car can be improved by （　　③　　）.
１．completing a virtual driving test ２．examining crash test dummies

３．limiting the crash test speed ４．producing heavier crash test dummies

（４）　Crash test dummies （　　④　　）.
１．have only one normal size

２．do not require high technology

３．are made just like human beings  

４．are used not only for cars but also for bicycles

（５）　The best word to put into ［　　ⓑ　　］ is （　　⑤　　）.
１．always ２．well ３．can ４．possible

（６）　The most suitable form of verb to put into ［　　ⓒ　　］ is （　　⑥　　）.
１．design  ２．are designed

３．have designed  ４．will design

（７）　A crash test （　　⑦　　） a crash test dummy.

１．costs much more than ２．costs half as much as

３．is not as expensive as ４．is not as inexpensive as

（８）　The best phrase to put into ［　　ⓓ　　］ is （　　⑧　　）.
１．as such  ２．by the way

３．in other words  ４．for example

（９）　According to the third paragraph, the sensors do NOT show or tell （　　⑨　　） during 

a crash.

１．how much pressure can break our bones

２．whether our chest is strong enough

３．how fast a body part moves

４．how our blood pressure changes

― 2 ―



（10）　According to the reading, car safety technology has （　　⑩　　） the past 50 years.

１．been the same as ２．achieved nothing since

３．developed a lot in ４．seen no progress over

　 次の会話文を読んで、空所⑪～⑳を埋めるのに最も適当なものを、それぞれ与えられた 

１～４より一つずつ選びなさい。

Ms. Brown, Kana, and Tom are talking in their classroom at college.

Ms. Brown:  Kana and Tom, I want to hear your opinions about women’s social participation.

 Kana:  OK, Ms. Brown.  （　　⑪　　）, our society should give women more chances to 

work.  I hear many talented women give up their jobs to bring up their children. 

 Tom:  （　　⑫　　）, Kana.  But I think it’s not so easy for Japanese women with children 

to work long hours.

Ms. Brown:  （　　⑬　　）, Tom?

 Tom:  Well, they might have to leave the office at 5 p.m. to pick up their children from 

nursery school.  （　　⑭　　）, when their children get sick, they might have to 

take a few days off.

Ms. Brown:  So you think the burden is put only on women （　　⑮　　）.
 Tom:  That’s right.

 Kana:  What does “burden” mean?

Ms. Brown:  “Burden” is a duty or responsibility （　　⑯　　） causes difficulty or hard work.

 Kana:  I understand, thank you.

Ms. Brown:  Well then, （　　⑰　　） to solve this problem?

 Tom:  I think husbands should help their wives more often.

 Kana:  （　　⑱　　）, Tom.  Good idea.

 Tom:  In some countries, a lot of men are willing to spend more time on their children or 

on housework.

 Kana:  Also, we may need new working conditions in offices.

Ms. Brown:  （　　⑲　　）?  Any ideas?

 Kana:  Let me see⋮ working from home, flexible working hours⋮.

Ms. Brown:  OK.  Thank you, Kana and Tom.  It seems like we should consider （　　⑳　　）
balance work and home life.

⑪　１．For myself  ２．To my surprise

　　３．As to me  ４．In my opinion

Ⅱ
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⑫　１．That’s amazing  ２．I know what you’re saying

　　３．You don’t say  ４．You must be kidding

⑬　１．How do you like it  ２．What’s my problem

　　３．What makes you think so ４．Can I have a word with you

⑭　１．So to speak ２．In addition ３．To the end ４．For me

⑮　１．in most cases ２．as of today ３．by all means ４．to no purpose

⑯　１．who ２．whose ３．which ４．for which

⑰　１．why do we have  ２．when do we need

　　３．who should leave  ４．what should we do

⑱　１．I’m afraid not  ２．I agree with you

　　３．That’s a pity  ４．It’s up to you

⑲　１．Like what ２．Is that so ３．What for ４．Why not

⑳　１．what on ２．what to ３．how for ４．how to

　 次の英文（１）～（５）の空所㉑～㉕を埋めるのに最も適当なものを、それぞれ与えられた 

１～４より一つずつ選びなさい。

（１）　 Ann: Do you have a minute?

　　　Yuto: Sorry, （　　㉑　　）.
１．I don’t have a watch ２．it’s quarter past two

３．I’m very busy right now ４．I have no idea

（２）　 Man: Hello, I’m Henry Smith.

　　　Woman: Hello, I’m Risa Green.  （　　㉒　　）.
１．Pleased to meet you ２．You are welcome

３．The pleasure is mine ４．The same to you

Ⅲ
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（３）　 Jiro: You look pale.  （　　㉓　　）?
　　　Lisa: Actually, I have a cold.

１．What’s new  ２．What’s wrong with me

３．I beg your pardon  ４．Is everything all right

（４）　Mike: You have a brother, right?  What does he do?

　　　 Saki: He’s （　　㉔　　）.
１．on vacation  ２．a math teacher

３．reading a book  ４．lived in Tokyo

（５）　Kumi: You haven’t been to Korea, have you?

　　　 Bill: （　　㉕　　）.
１．Yes, not me  ２．Actually, I don’t

３．No, I haven’t never ４．No, I never have

　�次の英文（１）～（５）の空所㉖～㉚を埋めるのに最も適当なものを、それぞれ与えられた�
１～４より一つずつ選びなさい。

（１）　Ms. Smith sat in the chair with her eyes （　　㉖　　）.
１．close ２．closed ３．closing ４．are closed

（２）　Ken is planning to visit France when he （　　㉗　　） enough money.

１．save ２．saved ３．will save ４．has saved 

（３）　Not only Mary but also I （　　㉘　　） wrong.

１．am ２．are ３．is ４．have

（４）　As （　　㉙　　） as I remember, there wasn’t a person named “Jim” in the contest.

１．nice ２．many ３．far ４．such

（５）　My father looks very tired.  He （　　㉚　　） working too hard.

１．should be  ２．can’t be

３．will have been  ４．must have been

 〔問題終了〕

Ⅳ
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解答番号 解答

① 3
② 1
③ 2
④ 3
⑤ 4
⑥ 2
⑦ 3
⑧ 4
⑨ 4
⑩ 3
⑪ 4
⑫ 2
⑬ 3
⑭ 2
⑮ 1
⑯ 3
⑰ 4
⑱ 2
⑲ 1
⑳ 4
㉑ 3
㉒ 1
㉓ 4
㉔ 2
㉕ 4
㉖ 2
㉗ 4
㉘ 1
㉙ 3
㉚ 4

2022年度　一般入試＜前期＞解答　2月2日実施分

英語



2022年度

一般入試＜前期＞

2022年2月2日実施分

問題と解答

数学
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x f x
x x x

 

x f x x x

x f x

x f x



abc a b

c

abc

abc abc

AB BC CA ABC I AI

BC D

BD DC

AI ID

IBC   

 



解答番号 解答

① 2
② 5
③ 8
④ 3
⑤ 6
⑥ 3
⑦ 3
⑧ 5
⑨ 4
⑩ 2
⑪ 3
⑫ 4
⑬ 1
⑭ 6
⑮ 7
⑯ 8
⑰ 1
⑱ 0
⑲ 3
⑳ 5
㉑ 2
㉒ 6
㉓ 9
㉔ 6
㉕ 0
㉖ 1
㉗ 8
㉘ 2
㉙ 4
㉚ 1
㉛ 1
㉜ 3
㉝ 3
㉞ 2
㉟ 2
㊱ 2
㊲ 4
㊳ 1
㊴ 6
㊵ 5
㊶ 1
㊷ 1
㊸ 7
㊹ 7
㊺ 6
㊻ 3

2022年度　一般入試＜前期＞解答　2月2日実施分

数学



2022年度

一般入試＜前期＞

2022年2月2日実施分

問題と解答

国語















































解答番号 解答

① 5
② 3
③ 1
④ 1
⑤ 4
⑥ 2
⑦ 5
⑧ 4
⑨ 2
⑩ 4
⑪ 5
⑫ 2
⑬ 1
⑭ 5
⑮ 4
⑯ 2
⑰ 2
⑱ 4
⑲ 5
⑳ 5
㉑ 2
㉒ 5
㉓ 1
㉔ 3
㉕ 2
㉖ 5
㉗ 2
㉘ 1
㉙ 3
㉚ 2
㉛ 5
㉜ 3

2022年度　一般入試＜前期＞解答　2月2日実施分

国語



2022年度

一般入試＜前期＞

2022年2月2日実施分

問題と解答

生物





























解答番号 解答

① 4
② 8
③ 1
④ 5
⑤ 7
⑥ 1
⑦ 4
⑧ 3
⑨ 3
⑩ 6
⑪ 1
⑫ 3
⑬ 1
⑭ 3
⑮ 3
⑯ 4
⑰ 3
⑱ 4
⑲ 2
⑳ 4
㉑ 4
㉒ 1
㉓ 3
㉔ 4
㉕ 3
㉖ 1
㉗ 6
㉘ 5
㉙ 7
㉚ 1
㉛ 4

生物

2022年度　一般入試＜前期＞解答　2月2日実施分



2022年度

一般入試＜前期＞

2022年2月3日実施分

問題と解答

英語



　 次の英文を読んで、後の英文（１）～（10）の空所①～⑩を埋めるのに最も適当なものを、そ
れぞれ与えられた１～４より一つずつ選びなさい。

Virtual Reality Therapy

Terry has always been afraid of airplanes: Even seeing an airplane take off from an airport 

once made Terry ［　　ⓐ　　］ with fear.  He has gone to many psychologists over the years, 

but nothing seemed to help until he met Dr. Lee.  Dr. Lee specializes in a new form of therapy 

that uses computers.

This type of therapy uses a computerized virtual world to treat patients.  It requires a 

patient to wear a special helmet that covers his or her head and face.  Inside the helmet is a 

computer screen ［　　ⓑ　　］ the patient’s eyes.  The screen can be programmed to show 

any scene.  Someone who is afraid of flying can be shown a realistic view of the inside of an 

airplane.  Someone afraid of high places can be shown a scene from the roof of a tall building.  

Amazingly, the scene can even move, making ⓒit seem like real life.  When a patient moves his 

or her head, the view changes.  When Terry turns his head to the right, he looks out the 

window of the plane.  When he turns to the left, he sees other passengers.

There are two main ［　　ⓓ　　］ to virtual reality therapy.  The first is the cost.  It is 

much ［　　ⓔ　　］ to show someone a scene of the inside of an airplane than to buy a real 

plane ticket.  Secondly, the patient can fight his or her fear in a safe environment.  For example, 

someone afraid of high places doesn’t need to face the fearful situation of standing on top of a 

high building.  Rather, the patient can overcome such a fear in a doctor’s office by experiencing 

and talking about her feelings.  By learning to manage their anxiety in a safe, computerized 

world, patients can overcome life-long fears.

（Makoto Shishido, Shigetoshi Mori, Yukio Kamata, Jason Barrows （2012） Practical Reading Expert,  成美堂）
Practical Reading Expert by 宍戸 真, 森 茂利, 鎌田 幸雄, Jason Barrows.  Copyright Ⓒ 2012 by Neungyule 

Education, Inc.  Reproduced with permission of Neungyule Education Inc.

（１）　Before Terry met Dr. Lee, （　　①　　）.
１．he could not look at an airplane

２．he had visited a few virtual therapists for years

３．some psychologists tried virtual reality therapy with him

４．no psychologists could help him

（２）　The most suitable form of verb to put into ［　　ⓐ　　］ is （　　②　　）.
１．shake ２．shakes ３．shook ４．shaking

Ⅰ
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（３）　The best phrase to put into ［　　ⓑ　　］ is （　　③　　）.
１．on top of  ２．in front of

３．at the bottom of  ４．at the back of

（４）　Dr. Lee uses a computer screen which （　　④　　）.
１．displays any fearless scene randomly

２．never shows the same scene again

３．is programmed not to be changed

４．can show any scene in a virtual world

（５）　The underlined  ⓒ “it” refers to （　　⑤　　）.
１．a computer screen ２．a special helmet

３．the scene  ４．the roof of a tall building

（６）　According to the reading, someone who is afraid of high places can be shown （　　⑥　　） 
during the therapy.  

１．a picture of a landing airplane

２．a view of a peaceful landscape

３．a scene from the top of a tall building

４．a video of falling from heights

（７）　The best word to put into ［　　ⓓ　　］ is （　　⑦　　）.
１．advantages ２．answers ３．problems ４．opinions

（８）　Virtual reality therapy （　　⑧　　）.
１．is not practiced in a doctor’s office

２．uses computers to cure patients 

３．makes patients get on a real plane　　　　　　　 

４．is effective for all patients

（９）　The best word（s） to put into ［　　ⓔ　　］ is/are （　　⑨　　）.
１．lower ２．higher ３．cheaper ４．more expensive

― 2 ―



（10）　According to the reading, a patient can overcome life-long fears by （　　⑩　　）.
１．seeing a real plane take off from an airport 

２．standing on top of a high building with protection

３．fighting his or her anxiety in a fearful situation 　　   　
４．managing his or her fears in a safe environment

　 次の会話文を読んで、空所⑪～⑳を埋めるのに最も適当なものを、それぞれ与えられた 

１～４より一つずつ選びなさい。

Mary and Kenta are talking in their classroom.

 Mary:  Have you ever heard of “daylight-saving time,” Kenta?

Kenta:  No, I’ve never heard of it.  （　　⑪　　）? 

 Mary:  It’s also called “summer time.”
Kenta:  Oh, I’ve heard of that. 

 Mary:  Summer time starts on the second Sunday in March in most of the U.S.  We have to 

turn our clocks forward one hour.

Kenta:  I see. 

 Mary:  And at the end of summer time, we have to turn the clocks （　　⑫　　） one hour.  It’s 

usually on the first Sunday in November.

Kenta:  I didn’t know that.  （　　⑬　　） summer time? 

 Mary:  Well, we can make use of natural daylight to save electricity.

Kenta:  Oh, （　　⑭　　）. 
 Mary:  So I think it’s a really good system for saving energy.

Kenta:  I get you, but if we adopt that system, we must adjust all our clocks, right? 

 Mary:  Right. 

Kenta:  （　　⑮　　）?
 Mary:  Well, it can be a little annoying to change all the clocks.

Kenta:  And I’m not sure this system would necessarily work.

 Mary:  （　　⑯　　）?
Kenta:  If people start working and leave the office earlier in summer, companies might use  

（　　⑰　　） electricity.  But people might use much more electricity （　　⑱　　）, 
and so it’s a waste, too. 

 Mary:  （　　⑲　　）.  In total, no electric power is saved at all.

Kenta:  That’s right.  （　　⑳　　） we should save electricity, but I think we should find better 

ways of saving it. 

Ⅱ
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 Mary:  You can say that again!

⑪　１．What’s going on  ２．What’s that

　　３．What’s missing  ４．How’s everything

⑫　１．over ２．ahead ３．back ４．beyond

⑬　１．What are the benefits of ２．Why don’t you try

　　３．What happened to  ４．How long is

⑭　１．I’m sorry to hear that ２．you did a great job

　　３．how terrible that is ４．that sounds good

⑮　１．When will it be  ２．Do you really think so

　　３．Isn’t it troublesome ４．Don’t you know that

⑯　１．Why do you do that ２．How do you check it     

　　３．Who says such a thing ４．What do you mean

⑰　１．better ２．less ３．more ４．most

⑱　１．on weekdays  ２．in the morning

　　３．at home  ４．at work

⑲　１．That depends ２．I don’t agree ３．So do I ４．That makes sense

⑳　１．It’s true ２．As if ３．Once  ４．Even though

　 次の英文（１）～（５）の空所㉑～㉕を埋めるのに最も適当なものを、それぞれ与えられた 

１～４より一つずつ選びなさい。

（１）　Nancy: Is it OK if I use your bike?

　　　 Sho: Sure, （　　㉑　　）.
１．please use yours  ２．you will

３．let’s lend yours  ４．go ahead

Ⅲ
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（２）　 Kent: I don’t feel like going out tonight.

　　　Mami: （　　㉒　　）?
１．Why not ２．Who knows ３．How else ４．Where to

（３）　 Eri: I’m sorry to have kept you waiting so long.

　　　Joe: （　　㉓　　）.  I’ve just arrived.

１．I don’t worry ２．You should be ３．That’s all right ４．It’s kind of you

（４）　Kate: （　　㉔　　）.
　　　 Ryo: Don’t mention it.  I hope it will help you.

１．I’ll ask Mr. Sato about it ２．Thank you for your advice

３．You have the wrong number ４．I want to borrow this book

（５）　Taku: Excuse me, but haven’t we met before?

　　　 Elly: I’m not sure.  （　　㉕　　）?
１．Do you ２．Have you ３．Have we ４．Haven’t you

　�次の英文（１）～（５）の空所㉖～㉚を埋めるのに最も適当なものを、それぞれ与えられた�
１～４より一つずつ選びなさい。

（１）　Please remain （　　㉖　　） until the bus comes to a stop.

１．seat ２．seating ３．to seat ４．seated

（２）　（　　㉗　　） Ted is not experienced, he has done well.

１．Despite ２．If only ３．Although ４．Until

（３）　Judy went to London, （　　㉘　　） she met Eric for the first time.

１．where ２．which ３．how ４．that

（４）　（　　㉙　　） Saki got home, it started raining.

１．No longer ２．As long as ３．No sooner ４．As soon as

（５）　If I had followed his advice then, I （　　㉚　　） successful now.

１．would  ２．would be

３．would being  ４．would have been

 〔問題終了〕

Ⅳ
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解答番号 解答

① 4
② 1
③ 2
④ 4
⑤ 3
⑥ 3
⑦ 1
⑧ 2
⑨ 3
⑩ 4
⑪ 2
⑫ 3
⑬ 1
⑭ 4
⑮ 3
⑯ 4
⑰ 2
⑱ 3
⑲ 4
⑳ 1
㉑ 4
㉒ 1
㉓ 3
㉔ 2
㉕ 3
㉖ 4
㉗ 3
㉘ 1
㉙ 4
㉚ 2

2022年度　一般入試＜前期＞解答　2月3日実施分

英語



2022年度

一般入試＜前期＞

2022年2月3日実施分

問題と解答

数学



a b a b a   b     

   x

U a U A { a a }

B { a a a } A B { } a

B B

a x y x a x a a  

x P

a P

P a a

P

P x a   

a   

a

. x x .

x x



n

n

n

A B C

  

  

  



 

 

n

n

O ABCD ABCD O

ABCD OH

ABCD

OH O ABCD

 

 

 



解答番号 解答

① 5
② 2
③ 1
④ 4
⑤ 2
⑥ 2
⑦ 1
⑧ 1
⑨ 1
⑩ 4
⑪ 2
⑫ 3
⑬ 2
⑭ 3
⑮ 1
⑯ 2
⑰ 5
⑱ 0
⑲ 3
⑳ 0
㉑ 4
㉒ 2
㉓ 1
㉔ 5
㉕ 2
㉖ 9
㉗ 6
㉘ 0
㉙ 2
㉚ 3
㉛ 2
㉜ 4
㉝ 5
㉞ 2
㉟ 9
㊱ 2
㊲ 0
㊳ 1
㊴ 1
㊵ 0
㊶ 2
㊷ 1
㊸ 7
㊹ 2
㊺ 4
㊻ 8
㊼ 8
㊽ 3
㊾ 4
㊿ 3

2022年度　一般入試＜前期＞解答　2月3日実施分

数学



2022年度

一般入試＜前期＞

2022年2月3日実施分

問題と解答

国語













































 





解答番号 解答

① 3
② 3
③ 1
④ 1
⑤ 5
⑥ 3
⑦ 1
⑧ 3
⑨ 5
⑩ 3
⑪ 1
⑫ 5
⑬ 4
⑭ 4
⑮ 5
⑯ 2
⑰ 3
⑱ 5
⑲ 5
⑳ 4
㉑ 2
㉒ 4
㉓ 1
㉔ 4
㉕ 2
㉖ 3
㉗ 4
㉘ 1
㉙ 1
㉚ 3
㉛ 3
㉜ 5

2022年度　一般入試＜前期＞解答　2月3日実施分

国語



2022年度

一般入試＜前期＞

2022年2月3日実施分

問題と解答

生物



































解答番号 解答

① 4
② 3
③ 2
④ 1
⑤ 4
⑥ 3
⑦ 4
⑧ 6
⑨ 1
⑩ 3
⑪ 1
⑫ 5
⑬ 5
⑭ 1
⑮ 1
⑯ 1
⑰ 2
⑱ 4
⑲ 2
⑳ 2
㉑ 1
㉒ 3
㉓ 4
㉔ 6
㉕ 1
㉖ 3
㉗ 3
㉘ 1
㉙ 3
㉚ 6

2022年度　一般入試＜前期＞解答　2月3日実施分

生物


